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日仏海洋学会は、海洋や水産の分野で活動してい

る日本とフランスの科学者や団体の学術交流を促進

することを目的として、1960年 (昭和35年)4月 に創立

されました。

「日仏」海洋学会とは何だろうと思われる方も多い

と思います。名前のとおリフランスの海洋学と深い関

係があります。学会の発足に先立つ1958年 5月にフラ

ンスのバチスカーフ (有人深海調査潜水艇)RN.R.S.

Ill号が初めて来日しました (写真 1)。当時、日本で

は、深海調査は技術的に極めて難しく、人が深海に

潜るのは、かなわぬ夢でした。そのようなときに、学

術的にも貴重な資料が得られる深海調査という分野

に立ち向かったフランスの姿勢に刺激され、それに

協調することを目指して本学会は発足しました。この

ような経緯から、発足以来、深海研究に関するシン

ポジウムを定期的に催したり、フランスから科学者を

招聘して講演会を行ったり、精力的に活動してきまし

(写真 2)] 9 6 5年 に来国して久保講堂で講演するクス トー教授 (当時)

た。特に1965年6月には本学会の招請により、映画

「沈黙の世界」で有名なモナコ海洋博物館長のクス

トー教授 (当時)が 来日し、シンポジウム、講演会、

映画会などを行いました (写真2)。

1983年からは、ほぼ隔年に日本とフランスで交互

に日仏海洋学シンポジウムを開催しています。昨年

(2008年)は第13回のシンポジウムを9月にマルセイ

ユとパリで開催しました。日本からの約40名を含む

総勢200名にのぼる研究者が参加しました。

来年 (2010年)は10月に神戸で、テクノオーシャン・

ネットワーク主催で開催される総合国際コンベンショ

ン「Techno-Ocean 2010」の一環として、第14回日仏

海洋学シンポジウムを開催します。これは、この年に

創立50周年を迎える学会の創立記念大会でもありま
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(写真 1)]958年 に来日したバチスカニフ
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学会は現在約250名の会員によって次のような活

動を行っていま
u先

(a)学術研究発表会を毎年6月に

日仏会館 (東京 恵 比寿 ;http:〃www.mtttOkyo.

or.jpん写真3)で 開催しています。(b)機関誌
“
La

mer"(うみ)を年4回 (全250ページ程度)発行し、

会員のほか国内外の主な学術機関 (海外10か国の

50機関を含む)に送付していま曳 (c)学会賞 (1966

年創設)と論文賞 (2002年創設)を毎年授与してい

図 ]i国 際みなとまち大学リーグのロゴマーク

開港 150周年を迎えた横浜において、5月 21・

22日に「国際みなとまち大学リーグ」国際セミナー

が開催されました。「港は世界の文化文明のゲート

ウェイ」をテーマに、9カ国 10大学のメンバーをは

じめ、延べ 200名を超える国際色豊かな参加者が
一体 となって活発なデイスカッションを行いまし

た。

「国際みなとまち大学リーグ」(Port_city Uni―

versity League,PUL)は、世界の港湾都市にあ

る大学が、海洋を軸に学術 ・文化 ・産業等さまざ

まな視点からアプローチし、市民も含めて交流する

ことを目的として、平成 18年に第 1国会合を横浜

で開催しました。その後、インドのチェンナイ(平成

19年 )、ポルトガルのリスボン(平成 20年 )におい

て交流を重ね、本年は再び横浜でのセミナー開催

となりました。PULへ の参加大学は、サザンプト
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ます。(d)次に紹介します日仏関連学会による学術

シンポジウムに参加するほか、各学会と共催してワー

クショップや講演会を開催しています。また、日仏会

館による日仏学者交換制度により、日本人研究者の

フランスヘの派遣やフランス人研究者の日本への招

聘を実施していま
V先

学会は、日仏会館を拠点とする26にのぼる日仏関

連学会の一つとしても活動していま坑 日仏関連学会

は、人文・社会 ・自然科学及び医学、農学、工学など

のあらゆる分野の学会で構成されています。昨年

(2008年)は、江戸時代末期の1858年に日仏修好通

商条約が締結され、日本とフランスの交流が開始さ

れて150年に当る記念の年でしたので、日仏関連学会

は、9月に3日間にわたつて日仏会館で 「日仏交流150

周年記念 日仏関連学会総合シンポジウム 日仏学術

交流のルネッサンス」を開催しました。日仏会館は、

集会を開いたり図書室やレストランを利用できるな

よ 会員のサロンでもありま
ヤ
先

このほか学会の詳しい活動についてはホームペー

ジをご覧下さい (http://www,sOC.nil,acjp/S旬0/)o

ン大学 (英国)、ホーチミン市工科大学 (ベトナ

ム)、上海交通大学(中国)、リスボン大学 (ポルト

ガル)、サンパウロ大学 (ブラジル)、金慶大学 (韓

国)、ブリテイッシュ ・コロンビア大学 (カナダ)、

インドエ科大学 (インド)、横浜市立大学および横

浜国立大学、そして新たに今回加盟したアレクサン

ドリア大学 (エジプト)、イスタンブールエ科大学

(トルコ)の11カ国 12大学です。

国際セミナー第 1日目は「港湾と海洋の諸問題」

と「港町と海洋教育」の2セ ッションが開催され、

「海賊対策と国際協力」(田中利幸横浜国立大学

教授)、「日本漁業の管理と保全」(松田裕之横浜

国立大学教授)、「ベトナム南部港湾開発計画」

(Nyuyen Thaoホ ーチミン市工科大学准教授)

(写真 3)日 仏会館
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及び各大学における海洋に関する教育研究への取

り組みが紹介され、質疑応答が繰 り広げられまし

た。第 2日 目は、「みなとまちの歴史と文化」をテー

マに講演と議論が展開され、横浜開港資料館 ・

平野正裕主任調査研究員の特別講演や参加大学

からそれぞれの港と都市の歴史と文化に関する発

表が行われました。

海洋とみなとをテーマに工学・環境科学・社会科

学 ・人文科学それぞれの観点からの議論が融合

し、また時には反発し合い、何か新しいものを創

造する原動力を感じました。

国際セミナー終了後の円卓会議では、今後更に

多くの大学が PULに 加盟し、活動が活発化する

ことを期待して、PULの ロゴマークを図 1のように

決定しました。次回のPUL会 合は、来年カナダの

バンクーバーで開催される予定です。

函館開港 150年

函館は150年前の安政六年(1859年)に開港したも

開港に伴い、フランス、イギリスなどの多くの外国艦

船が入港を繰り返すようになり(図1)、諸外国領事館

も軒を運ねたという。一方、特産品の昆布を始め、ア

ワビ、イカ、ホタテ、ナマコなどが主に中国や香港に

輸出されるなど、国内ばかりでなく外国交易が活発

化した。今でも残るカトリック教会などが建設された

のもこの頃である。さらに、日露戦争の勝利、北洋漁

業の隆盛、青函連絡船開通により函館は栄えたが、

第二次大戦後の北洋漁業の不振に加え、連絡船の

廃止が拍車をかけ、繁栄を享受した函館は、衰退の
一途を辿つた。なお、空港の開港により観光に活路が

見いだされるかと思われたが、観光客数もこのところ

年々減少している。

国際水産 ・海洋都市構想

このような状況を打開すべく、平成 14年 に産官学

民の有志により、函館海洋科学創成研究会が設立さ

れ、豊富な水産資源の研究 ,開発による産業の創成、

観光産業の振興などによる函館市の活性化について

検討が開始された。翌年には、函館国際水産 ・海洋

都市構想が策定され、研究会が本構想推進協議会と

なり、「地域再生計画」の認定、「オーシャンウィーク」

の開催、「函館市臨海研究所」の開所など、構想実現

に向けて活動を行ってきた。

一般財団法人 函 館国際水産・海洋都市推進機構の設立

本年 4月 、前述協議会を改組して法人格を持つ機

構を設立し、7年 間に渡る議論で醸成された構想の

具現化に向けた一歩を踏み出した。本機構は、函館

に立地する北海道大学大学院水産科学研究院、は

こだて未来大学、函館工業高等専門学校、北海道立

工業技術センター、道立函館水産試験場などの研究

者の交流を計り、水産 ・海洋研究プロジェクトを立

ち上げ、国内外の研究者との情報交換や共同研究の

伸介あるいは国際会議の誘致などを図つて、函館が

国際的な水産 ・海洋研究の拠点都市に変容するこ

とを推進する。

国際水産 ・海洋総合研究センター

上記構想の実現のため、旧函館ドック跡地に建設

される研究センター(平成 25年 供用開始予定。図 2)

において、異分野融合形の研究テームによる、函館

に豊富な海藻などの水産資源を対象とした研究 ・開

発を基盤とした新産業の創成を目指す。このセンター

では、官民を問わず国内外から研究者を招聘し、地

元研究者との共同研究を遂行してもらう。得られた

研究成果を広く世界に発信して、多くの学会や国際

会議を誘致する。研究や会議のために多数の研究者

とその家族が函館を訪れるようになり、街の活性化

に役立つものと確信する。

詳しくは、本機構のホームページを参照されたい

(httpi〃www.marine― hakodatejp)。

図2:研 究センターの機能
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図]i明 治初期の函館「函館真景」(函館中央図書館蔵)



平成 21年 5月 31日 (日)、海上自衛隊阪神基地隊

(兵庫県神戸市東灘区)の屋内プールにおいて、「第 3

回水 中ロボットフェスティバル (水中ロボフェス

2009)」を開催した。本イベントは、海で活躍する水中

ロボットを間近に見たり、魚型ロボットを製作 ・プロ

グラミングすることによって、青少年に水中ロボットの

動きやしくみを理解してもらい、水中ロボットの果た

す役割や重要さ、ものづくりの楽しさを知って船舶海

洋工学 ・水中技術への関心を高めてもらうとともに、

水中技術に係わる技術者 ・研究者の交流を深めて

ネットワークの構築を図ることを目的としている。

今回のイベントでは、(1)AUV(自 律型水中ロボッ

ト)部門、フリースタイル部門、アクアロボット部門の

水中ロボット競技会、(2)水中ロボットの展示 ・デモン

ストレーション、(3)水中ラジコン///カメラ付きROV(有

索式水中ロボット)の体験操縦を行った。

水 中ロボ ットの競 技 会 は、平成 18年 10月に

Techno-Ocean 2006の イベントとして 「第 1回 水中

ロボットフェスティバル」を開催して以来、神戸の「水

中ロボフェス」と東京の「水中ロボコン(水中ロボット

コンベンション)」を交互に開催している。競技規貝J

に基づくコンテストは、平成 19年 12月の「第 2回 水

中ロボットフェスティバル」で

初めて取り入れられたが、そ

のときはゲート通過などの課

題をやり遂げた AUVは 一台

もなかった。回を重ねるにつ

れて少しずつ進歩が見られ、

今回は、前回の水中ロボコン

in辰巳
'08(平

成 20年 11月)

から半年ほどの間に AUV

部門の水中ロボットの性能が

飛躍的に向上していることに

驚かされた。まだまだ競技会は無理だろうということ

で水中ロボットの祭典と名付けられたイベントである

が、今や競技会と呼んでも決して恥ずかしくないレベ

ルになってきたことを大変嬉しく思う。

次回は、Techno-Ocean 2010のイベントとして、平

成 22年 10月 16日 (土)に神戸市立ポートアイランド

スポーツセンターにてAqua Robot Competition(水

中ロボット競技会)を開催する。今度は、AUVた ちが

どんな能力を見せてくれるのか、今からとても楽しみ

である。
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今はじまる海洋新時代 ～すばらししヽ海を次世代のために～
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第 3回 水中ロボットフェスティバル集合写真

編 集 室 か ら

海洋基本法制定後、日本国内で海洋に関する様々

な動きが力日速してきたことは、肌身で感じるところで

ある。我が国の国益を重視して持続的な発展を目

指す視点に立つことは大変重要なことであるが、

我々の住む有限な地球星の大半を占める海洋を論じ

る時には、先進国家として人類共通の貴重な財産を

扱う視点を常に中心に据えて、責任を持たんとする
ことを自らの肝に銘じたい。(藤)
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